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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、システインおよびセリンに富む領域、塩基性ドメイン、転写活性化ドメインなどの保存領域を共有する核タンパク質ファミリーに属し、配列「AGAGTG」に結合することから、転写因子としての特徴を有する。マウスを用いた研究では、これらの遺伝子が重複した機能を有する可能性が示唆されている。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2011年8月],機能：コンセンサス配列5'-AGAGTG-3'に結合し、転写活性化因子活性を有する（類似性による）。アポトーシスにおいて役割を果たす可能性がある。,類似性：AXUD1ファミリーに属する。,
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	TAIP-12 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	CSRNP2 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	CSRNP2 ポリクローナル抗体を使用した A549 細胞のウエスタン ブロット分析。

